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細胞分裂の際には、複製された染色体DNAだけでなく、細胞内に存在する様々なオルガ
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細胞分裂の際には、複製された染色体DNAだけでなく、細胞内に存在する様々なオルガ
ネラも２つの娘細胞に均等に分配されなければならない。また、細胞分裂の際には、細胞の
形状やサイズが劇的に変化することから、メンブレントラフィックによる膜脂質や特定のタン
パク質の局所的な供給や除去が不可欠である。
われわれは、分裂時のリサイクリングエンドソームの分配と機能に注目して研究を進め、リ

サイクリングエンドソームが有糸分裂時に他のオルガネラとはまったく異なる局在変化を経
て、２つの娘細胞に分配されることを見いだした。また、このリサイクリングエンドソームの時
間的 空間的な局在変化は 低分子量GTP のR b11やA f6 およびそれらと相互作用す間的・空間的な局在変化は、低分子量GTPaseのRab11やArf6、およびそれらと相互作用す
るタンパク質による調節を受けるとともに、有糸分裂の最終段階である細胞質分裂と厳密に
共役することを見いだした。
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